
【
桑
名･

員
弁
広
域
連
合
議
会
議
員
】

桑
名
市
、い
な
べ
市
、
木
曽
岬
町
、

東
員
町
の
広
域
的
な
計
画(

し
尿

処
理
や
環
境)

な
ど
に
関
す
る
議

会
【
桑
名
広
域
清
掃
事
業
組
合
議
会
議
員
】

桑
名
市
、い
な
べ
市
、
木
曽
岬
町
、

東
員
町
の
ご
み
処
理
に
関
す
る

議
会

【
三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
議
員
】

　

渡
邉
清
司

【
議　

長
】　

渡
邉
清
司　
　
　

【
副
議
長
】　

松
田
正
美　
　
　

【
議
会
選
出
の
監
査
委
員
】

　
　
　
　
　

 

佐
藤　

肇

議
員
は
必
ず
一
つ
の
常
任
委
員
会

に
所
属
し
、
本
会
議
か
ら
付
託
さ

れ
た
議
案
や
請
願
を
審
議
し
ま

す
。

◎…

委
員
長
／
○…

副
委
員
長

【
総
務
安
全
委
員
会
】

・
市
の
計
画
、
財
政
、
防
災
、
消
防

な
ど
に
関
す
る
事

　
　

【
教
育
福
祉
委
員
会
】

・
学
校
教
育
、
福
祉
な
ど
に
関
す

る
事

【
都
市
経
済
委
員
会
】

・
産
業
、
環
境
、
公
園
、
道
路
、
上

下
水
道
な
ど
に
関
す
る
事

特
定
の
課
題
を
調
査
す
る
た
め

必
要
に
応
じ
て
設
置
さ
れ
ま
す
。

【
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
】

・
議
会
改
革
を
検
証
し
な
が
ら
開

か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
、
新
し
い

議
会
の
あ
り
方
を
構
築
す
る
事

【
議
会
運
営
委
員
会
】

・
議
会
の
円
滑
な
運
営
と
効
率
的

な
議
事
の
進
行
を
図
る
事

【
広
報
広
聴
委
員
会
】

・
議
会
の
広
報･

広
聴(

市
議
会
だ

よ
り
の
発
行
な
ど)

に
関
す
る
事

す
る
た
め
、
従
来
の
シ
ス
テ
ム
に

代
わ
る
新
た
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
検
討
お
よ
び
バ
ス
の
自
動
走

行
の
実
現
可
能
性
を
研
究
し
、
持

続
可
能
な
公
共
交
通
を
目
指

す
。

　

本
市
が
有
す
る
地
域
資
源
の

魅
力
や
価
値
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
イ
ベ
ン
ト
等

（
桑
名
ほ
ん
ぱ
く
）
を
実
施
す

る
。
ま
た
、
七
里
の
渡
し
近
く
に

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ョ
ッ
プ
を

展
開
す
る
な
ど
、
住
吉
地
区
お
よ

び
七
里
の
渡
し
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
。
歴
史
・
文
化

等
の
魅
力
発
見
や
、「
本
物
」
の
発

掘
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
（
仮

称
）「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の

設
立
を
支
援
す
る
な
ど
、
地
域
住

民
が
主
体
と
な
っ
た
地
域
の
課
題

解
決
の
体
制
づ
く
り
を
推
進
す

る
。

　　

市
が
お
こ
な
っ
て
い
る
定
型
業

務
に
つ
い
て
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
お
よ
び
Ａ

Ｉ‐

Ｏ
Ｃ
Ｒ
を
活
用
し
て
業
務

負
担
を
軽
減
し
、
職
員
で
な
け
れ

ば
で
き
な
い
業
務
に
注
力
し
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。

　

０
歳
か
ら
６
歳
に
到
達
し
た

年
度
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費
の

窓
口
負
担
を
な
く
し
、
保
護
者
の

経
済
的
負
担
軽
減
及
び
児
童
の

健
全
育
成
を
支
援
す
る
。【
２
０

１
９
年
９
月
よ
り
窓
口
負
担
無

料
化
開
始
】

　

産
後
早
期
に
受
け
る
健
康
診

断
の
助
成
お
よ
び
産
後
ケ
ア
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
産
後
の
初
期

段
階
で
の
必
要
な
支
援
を
進
め

る
。

　

新
学
習
指
導
要
領
で
学
習
の

基
盤
と
な
る
資

質
・
能
力
に
定

義
さ
れ
た
情
報

活
用
能
力
を
子

ど
も
た
ち
が
身

に
付
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
た

め
、
市
内
小
中

学
校
に
お
い
て
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
の
整

備
を
お
こ
な
う
。

　

災
害
発
生
時
に
お
け
る
災
害

応
急
対
策
の
円
滑
化
を
図
る
た

め
、
ま
た
平
常
時
に
お
い
て
、
市
民

の
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及

及
び
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
、
防
災
活
動
拠
点
を
整
備
す

る
。

　
　

　

今
後
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
進

展
に
伴
う
、
労
働
人
口
の
減
少
や

公
共
交
通
機
関
の
運
転
手
不
足
、

ま
た
、
高
齢
者
の
免
許
返
納
者
の

増
加
に
よ
り
公
共
交
通
へ
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
る
と
思
わ
れ
る
。こ
れ

ら
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応

　　

桑
名
駅
周
辺
地
域
が
鉄
道
に

よ
り
東
西
に
分
断
さ
れ
、
駅
周
辺

の
利
便
性
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
た

め
、
桑

名

駅

自
由
通
路
を

整

備
し

、
駅

周
辺
地
域
の

安
全
性
・
利

便
性
の
向
上

を
図
る
。

①　

周
辺
住
民
へ
の
十
分
な
説

　
　

明
と
同
意
を
得
る
こ
と

②　

議
会
に
対
す
る
、
全
体
像

　
　

の
丁
寧
な
説
明
と
協
議
を

　
　

行
う
こ
と

　

定
例
会
に
お
い
て
、
こ
の
当
初

予
算
を
含
む
「
議
案
第
１
号
・

桑
名
市
一
般
会
計
予
算
」
は
、

こ
れ
ら
意
見
を
附
し
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
住
民
団
体
が
提
出
し

た
「
伝
馬
公
園
存
続
に
関
す
る

請
願
書
」
は
、
定
例
会
に
お
い
て
、

賛
成

１０
人
、
反
対

１２
人
、
退
出

３
人
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

附
帯
意
見
と
は
、
議
案
や
予

算
案
に
関
し
て
付
さ
れ
る
、
施

行
に
つ
い
て
の
意
見
や
希
望
表
明

の
こ
と
で
す
。
当
市
で
も

１２
月
・

３
月
の
定
例
会
に
お
い
て
二
つ
の

附
帯
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
台
風
が
起
因
し
た
藤

が
丘
デ
ザ
イ
ン
公
園
の
記
念
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
（
生
命
樹
）
の
倒
壊

な
ど
に
伴
う
復
旧
費
に
対
す
る

も
の
で
す
。

　

地
元
住
民
や
市
民
か
ら
、「
記

念
の
シ
ン
ボ
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
だ
か

ら
元
の
形
状
に
戻
し
て
ほ
し
い
」

と
の
要
望
を
受
け
、
市
は

１２
月

定
例
会
で
復
旧
の
費
用
と
し
て

「
藤
が
丘
デ
ザ
イ
ン
公
園
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
『
生
命
樹
』
復
旧
費
１
，３

３
７
万
１
千
円
」
の
補
正
予
算

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
元
自
治
会
か
ら

「
施
策
の
優
先
順
位
か
ら
も
、
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
復
旧
に
多
額
の
予

算
を
費
や
す
の
な
ら
、
も
っ
と

予
算
を
か
け
て
市
が
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
他
に
あ
る
の

で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
意
見
が

市
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

　　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
定
例

会
中
の
都
市
経
済
委
員
会
に
お

い
て
、
こ
の
復
旧
費
用
１
，３
３

７
万
１
千
円
の
必
要
性
の
是
非

が
問
わ
れ
、
議
論
の
結
果
、
左

記
の
附
帯
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

①　

緊
急
性
の
有
無

②　

地
元
住
民
及
び
利
用
者
を

　
　

含
む
市
民
の
意
見
等
を
十

　
　

分
聴
き
再
度
精
査
し
、
執

　
　

行
に
際
し
て
は
配
慮
さ
れ

　
　

た
い
。

　

定
例
会
に
お
い
て
、
こ
の
補
正

予
算
を
含
む
「
議
案
１
２
３
号
・

平
成
30
年
度
桑
名
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）
」
は
、
こ

れ
ら
意
見
を
附
し
て
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
が
進
め
る
複
合
的
な
多
世

代
共
生
型
の
福
祉
施
設
（
仮
称

＝
福
祉
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
）
に
対
す
る

も
の
で
す
。

　

市
の
計
画
で
は
、
日
進
地
区

に
あ
る
養
護
老
人
施
設
・
保
育

所
・
児
童
発
達
支
援
事
業
所
・

母
子
生
活
支
援
施
設
の
４
施
設

を
、
同
地
区
の
伝
馬
公
園
に
移

設
し
、
民
間
事
業
者
と
共
に
整

備
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
住
民
か
ら
は
「
愛

着
の
あ
る
公
園
を
無
く
さ
な
い
で

ほ
し
い
」
「
な
ぜ
、
現
在
の
場
所

で
整
備
が
で
き
な
い
の
か
」
な
ど

と
い
っ
た
声
が
挙
が
り
、
平
成
３１

年
２
月
に
「
伝
馬
公
園
存
続
に

関
す
る
請
願
書
」
が
市
議
会
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
平
成

31
年
３
月
に
行
わ
れ
た
定
例
会

に
お
い
て
、
「
多
世
代
共
生
型
施

設
整
備
事
業
費
」
の
当
初
予
算

に
つ
い
て
審
議
す
る
教
育
福
祉
委

員
会
に
て
次
の
附
帯
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
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と
し
な
が
ら
も
「
予
算
の
執
行

に
は
市
民
の
声
を
し
っ
か
り
と
聞

い
て
も
ら
い
た
い
」
「
工
事
の
発

注
方
法
を
十
分
検
討
し
経
費
節

減
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
」
等
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
意
見
集

約
の
結
果
、
い
ず
れ
も
賛
成
多

数
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
各
分
科
会
の
報
告

を
受
け
、
本
予
算
案
へ
の
賛
成

討
論
と
し
て
、「
昨
年
の
使
用
料
・

手
数
料
の
見
直
し
と
い
っ
た
行
政

改
革
や
財
政
健
全
化
へ
の
取
組

み
の
成
果
が
表
れ
た
予
算
で
あ

る
」
「
前
年
度
に
比
べ
ス
リ
ム
化

さ
れ
た
予
算
（
前
年
度
比
12
億

３
千
万
円
減
）
で
あ
る
」
「
喫
緊

の
課
題
へ
の
対
応
や
市
民
ニ
ー
ズ

方
を
し
っ
か
り
と
考
え
て
も
ら
い

た
い
」
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

事
業
費
（
右
記
⑤
）
に
つ
い
て
「
非

常
に
重
要
な
事
業
で
あ
る
た
め
、

(

仮
称)

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

設
立
に
向
け
大
い
に
進
め
て
も
ら

い
た
い
」
、Ａ
Ｉ
等
活
用
推
進
事

業
費
（
右
記
⑥
）
に
つ
い
て
「
Ａ

Ｉ
等
の
活
用
に
よ
り
市
民
サ
ー

ビ
ス
が
き
め
細
か
に
な
る
こ
と

や
、
働
き
方
の
改
善
が
図
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」
等
の
意

見
が
出
ま
し
た
。
意
見
集
約
の

結
果
、
全
会
一
致
で
賛
成
と
な

り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企

業
会
計
の
各
当
初
予
算
案
に
つ
い

て
、
意
見
集
約
の
結
果
、
い
ず

れ
も
全
会
一
致
で
賛
成
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
多
世
代
共
生
型
施
設

整
備
事
業
費
（
福
祉
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
）

に
つ
い
て
は
、
上
記
の
通
り
の
意

見
を
全
会
一
致
で
付
帯
す
る
こ
と

に
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
意
見
と
し
て
は
、
一
般
会

計
予
算
案
の
う
ち
『
輪
中
の
郷

費
』
に
つ
い
て
「
市
民
か
ら
人
気

の
あ
る
施
設
の
事
業
が
縮
小
さ

れ
て
い
る
」
、
『
企
業
等
誘
致
奨

励
金
』
に
つ
い
て
「
誘
致
よ
り
も

地
元
中
小
企
業
へ
の
支
援
に
力

を
注
ぐ
べ
き
」
、
『
土
地
区
画
整

備
事
業
費
』
に
つ
い
て
「
駅
周
辺

整
備
事
業
の
進
捗
が
見
ら
れ
な

い
」
等
の
反
対
意
見
や
、
賛
成

　

３
月
定
例
会
で
は
、
平
成
31

年
度
一
般
会
計
予
算
・
特
別
会

計
予
算
・
企
業
会
計
予
算
の
各

当
初
予
算
案
に
つ
い
て
、
右
記
の

通
り
、
当
局
か
ら
提
案
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
予
算
特
別
委
員

会
分
科
会
（
３
つ
の
常
任
委
員

会
を
単
位
と
し
て
分
野
ご
と
に

討
議
を
行
う
小
会
議
）
に
お
い

て
、
次
の
通
り
審
議
を
行
い
ま

し
た
。

　

主
な
意
見
と
し
て
は
、
賛
成

と
し
な
が
ら
も
、
一
般
会
計
予
算

案
の
う
ち
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
推

進
事
業
費
（
右
記
③
）
に
つ
い
て

「
自
動
運
転
バ
ス
の
上
手
な
使
い

に
応
え
た
事
業
な
ど
の
将
来
を

見
据
え
必
要
な
投
資
が
含
ま
れ

て
い
る
」
等
の
賛
成
の
意
見
表
明

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
反

対
討
論
と
し
て
、
「
消
費
税
・
国

保
税
増
税
、
医
療
費
負
担
増
が

含
ま
れ
た
予
算
案
に
つ
い
て
は
、

市
民
へ
の
負
担
が
増
え
る
」
「
市

民
の
合
意
が
な
い
中
で
公
民
連

携
が
進
め
ら
れ
て
い
る
」
「
命
を

守
る
観
点
か
ら
、
事
故
の
危
険

性
を
伴
う
バ
ス
自
動
運
転
実
証

実
験
が
公
共
交
通
で
行
わ
れ
る

為
、
反
対
」
等
の
反
対
意
見
の

表
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
一
般
会
計
・

特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
各
当

初
予
算
案
は
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

二
つ
の
附
帯
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た

2019年（令和元年）

6月1日号

第25号

本
会
議
最
終
日

総
務
安
全
分
科
会

教
育
福
祉
分
科
会

都
市
経
済
分
科
会

藤
が
丘
デ
ザ
イ
ン
公
園
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

復
旧
費
に
対
す
る
附
帯
意
見

多
世
代
共
生
型
施
設
整
備
事
業

費
に
対
す
る
附
帯
意
見

桑
名
市
予
算
案
の
主
な
事
業

一般会計５０６
前年度２．４％減 本年度も縮減！

新年度予算

922億8,019万円前年度比1.2%減総額

会 計 名

一 般 会 計 506億1,719万3千円

277億1,575万7千円

139億4,724万4千円

922億8,019万4千円

特 別 会 計

企 業 会 計

総 　 　 計

2019年度予算総括（千円）

億円

一
般
会
計
歳
出
（
性
質
別
）

一
般
会
計
歳
出
（
目
的
別
）

506
億円

民生費

35.0%

土木費

13.3%公債費

12.2%

衛生費

9.4%

総務費

9.1%

教育費

8.6%

消防費

6.3%

諸支出金

3.4%

農林水産業費

1.3%

議会費

0.7%

その他

0.7%

扶助費
20.9%

人件費
18.5%

物件費

15.2%

普通建設
事業費

（投資的経費）

11.9%

補助費

11.5%

公債費

12.2%

繰出金

7.8%

506
億円

その他

2%

新
年
度
予
算
の
審
議

（仮称）星見ヶ丘防災拠点施設イメージ図

倒壊したモニュメント(生命樹)

伝馬公園

  住民の声を聴くように市に要請
も
っ
と

貸
し
出
し
や
、
選
挙
制
度
の
出
前

授
業
や
新
有
権
者
に
選
挙
啓
発

の
は
が
き
を
送
る
な
ど
様
々
な
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

我
々
議
員
も
、
投
票
率
の
向
上

へ
繋
が
る
よ
う
に
、
市
民
の
皆
様

の
、
特
に
若
者
の
関
心
が
高
ま
る

魅
力
あ
る
議
会
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

１２
月
２
日
の
市
議
会
議
員
選

挙
で
は
、
39
名
の
立
候
補
者
が
あ

り
、
３
人
に
１
人
が
落
選
す
る
と

い
う
稀
に
み
る
激
戦
と
な
り
ま
し

た
。
有
権
者
が

１８
歳
以
上
に
拡
大

さ
れ
て
、
投
票
数
は
、
期
日
前
投

票
で
は
１
万
４
２
９
人
と
前
回
の

平
成
26
年
選
挙
時
の
６
，
８
７
７

人
を
大
き
く
上
回
る
も
の
で
し

た
。
し
か
し
、
当
日
投
票
を
含
め

た
投
票
率
で
は
48
・
30
％
と
、
前

回
を
０
・
76
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
投
票
率
が
低
下

す
る
中
、と
り
わ
け
若
年
層
の
投

票
率
が
低
く
、
本
市
だ
け
で
は
な

く
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
民

の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
政
治
が

応
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
土
足

で
の
入
場
、
車
椅
子
や
ス
ロ
ー
プ
の

設
置
な
ど
投
票
所
の
環
境
整
備

を
行
い
、
学
校
等
へ
の
投
票
箱
の

詳しくは桑名市議会ホームページをご覧ください。

議
会
い
き
い
き
ト
ー
ク
実
施
結
果

　

ト
ー
ク
団
体
か
ら
の
主
な
意

見
と
し
て
は
、「
昨
年
の
多
度
・

長
島
総
合
支
所
の
市
民
セ
ン

タ
ー
化
に
伴
い
、
行
政
か
ら
桑
名

市
青
少
年
育
成
会
議
の
事
務
局

や
会
計
は
、
行
政
の
職
員
で
な

く
、
自
分
た
ち
の
中
か
ら
出
し
て

ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
。
行
政
職
員

か
ら
の
フ
ォ
ロ
ー
が
な
く
な
る
と

今
ま
で
し
て
き
た
活
動
が
で
き

な
く
な
る
の
で
何
と
か
な
ら
な

い
か
」「
行
政
は
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
に
青
少
年
育
成
会
議
を
移

行
し
て
は
ど
う
か
と
言
う
が
、
以

前
は
旧
桑
名
・
多
度
・
長
島
の
３

つ
で
そ
れ
ぞ
れ
会
議
を
運
営
し

て
い
た
為
、
地
域
性
の
差
が
出
て

く
る
。
私
た
ち
は
、
市
の
青
少
年

育
成
担
当
課
に
、
３
つ
を
一
旦
崩

し
て
よ
り
良
い
形
へ
の
再
構
築

を
お
願
い
し
た
が
、い
い
返
事
が

も
ら
え
な
か
っ
た
」「
地
域
に
よ
っ

て
活
動
内
容
は
異
な
り
、
合
併

今
回
の
い
き
い
き
ト
ー
ク
で
は
、
青
少
年
育
成
の

あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

●
ト
ー
ク
団
体　

桑
名
青
少
年
育
成
会
議　

●
参
加
人
数　

15
人

●
場　
　
　

所　

長
島
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設
1
階 

会
議
室 

（
平
成
31
年
１
月
28
日
実
施
）

桑名市議会いきいきトークとは？
意見交換内容等を事前にご連絡いただき、申込み時に指定していただいた

日時及び会場へ、議員が直接出向いて意見交換を行います。

投票率推移

60%

50%

40%

平成18年 平成22年 平成26年 平成30年

石
田
正
子

畑　

紀
子

倉
田
明
子

伊
藤
真
人

伊
藤
惠
一

市
野
善
隆

辻
内
裕
也

愛
敬
重
之

森　

英
一太

田　

誠
近
藤　

浩

渡
辺
仁
美

仮
屋
武
人

多
屋
真
美

成
田
久
美
子

水
谷
憲
治

森
下
幸
泰

水
谷
真
幸

佐
藤　

肇

松
田
正
美

副
議
長

議
長

渡
邉
清
司

伊
藤
研
司

南
澤
幸
美

市
議
会
議
員
紹
介

諏
訪
輝
富

満
仲
正
次

冨
田　

薫

市民の声を市政に届けるために全力チャレンジ！

後
も
、
そ
の
当
時
に
作
ら
れ
た

組
織
が
各
自
で
い
い
と
思
う
も

の
を
や
っ
て
き
た
。
だ
か
ら
活
動

の
持
ち
方
も
違
う
。
そ
れ
を
有

効
利
用
し
な
が
ら
考
え
て
、
桑

名
市
の
青
少
年
育
成
会
議
を
き

ち
っ
と
整
え
た
ら
、
ど
う
で
し
ょ

う
か
」な
ど
が
あ
っ
た
。

　

出
席
し
た
議
員
か
ら
は
「
子

ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
環
境

を
守
る
こ
と
は
し
っ
か
り
と
見
て

い
き
た
い
」「
皆
さ
ん
の
思
い
は
受

け
止
め
、
今
後
の
具
体
的
な
活

動
を
見
て
い
き
た
い
」「
議
会
で

も
青
少
年
育
成
の
あ
り
方
を
話

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
な

ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
直

接
対
話
し
、
意
見
交
換
を
行
い
、

住
民
ニ
ー
ズ
の
集
約
と
議
会
活

動
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

「藤が丘デザイン公園モニュメント復旧」「（多世代共生型施設）福祉ヴィレッジ整備」

①
桑
名
駅
自
由
通
路
整
備
事
業
費

　

（
３
０
億
３
，７
７
０
万
円
）

②
防
災
拠
点
施
設
整
備
事
業
費

　

（
２
億
６
，０
０
０
万
円
）

③
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
事
業
費

　

（
４
９
６
万
円
）

④
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業

　

（
１
，４
６
７
万
円
）

⑥
Ａ
Ｉ
等
活
用
推
進
事
業
費

　

（
３
３
７
万
円
）

⑤
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
費

　

（
１
，６
８
９
万
円
）

⑦
子
ど
も
医
療
費

　

（
４
億
６
，６
１
４
万
円
）

⑧
産
婦
健
康
診
査
・
産
後
ケ
ア
事
業
費

　

（
１
，０
１
４
万
円
）

⑨
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
業
費

　

（
９
，８
０
９
万
円
）

市
議
会
議
員
選
挙
を
振
り
返
る

〜
投
票
率
向
上
に
向
け
て
〜

◎
冨
田　

薫

　

渡
辺
仁
美

　

満
仲
正
次

　

倉
田
明
子

　

伊
藤
研
司 

○
諏
訪
輝
富

　

仮
屋
武
人

　

畑　

紀
子

　

南
澤
幸
美

◎
松
田
正
美

　

多
屋
真
美

　

森　

英
一

○
水
谷
真
幸

　

近
藤　

浩

　

伊
藤
真
人

水
谷
真
幸

仮
屋
武
人

多
屋
真
美

冨
田　

薫

倉
田
明
子

渡
辺
仁
美

水
谷
憲
治

諏
訪
輝
富

畑　

紀
子

伊
藤
真
人

森
下
幸
泰

森　

英
一

辻
内
裕
也

石
田
正
子

成
田
久
美
子

満
仲
正
次

市
野
善
隆

◎
辻
内
裕
也

　

水
谷
真
幸

　

成
田
久
美
子

　

松
田
正
美

　

佐
藤　

肇

○
森　

英
一

　

多
屋
真
美

　

近
藤　

浩

　

伊
藤
真
人

◎
愛
敬
重
之

　

森
下
幸
泰

　

市
野
善
隆

　

渡
邉
清
司

○
太
田　

誠

　

水
谷
憲
治　

　

伊
藤
惠
一

　

石
田
正
子

◎
伊
藤
真
人

　

冨
田　

薫　

　

辻
内
裕
也

　

石
田
正
子

　

○
森
下
幸
泰

　

満
仲
正
次

　

市
野
善
隆

◎
南
澤
幸
美

　

近
藤　

浩　

　

諏
訪
輝
富

　

辻
内
裕
也

　

佐
藤　

肇

○
満
仲
正
次

　

太
田　

誠

　

冨
田　

薫　

　

倉
田
明
子

57.29%
53.62%

49.06%
48.30%

議会報告会開催のお知らせ

日 時

◆各開催場所とも内容は同じです。◆お気軽にお越しください。お待ちしております。

開 催 場 所

2019年(令和元年)6月7日金１８:30から

内 容

議会報告と意見交換　【テーマ】 防災について

城南まちづくり拠点施設（大研修室）

久米まちづくり拠点施設（大研修室）

大和まちづくり拠点施設（大研修室）

長島まちづくり拠点施設（会議室２）


